
NO. 計画案に関する意見について 町 回 答
計画案への
反映の有無

1

子ども誰でも通園制度は、子育てする上で便利
そうなので期待できるが、一時保育と同様どう
しても園に預ける際の持ち物の準備が大変そう
と思ってしまった。(普段から園を利用してい
ない方がリフレッシュ目的で使うには準備が大
変と思い利用に至らない)
利用時に共通で使えるお昼寝布団等があると使
いやすいなと思います。(衛生面が気になる人
は持ち込みも可等)

こども誰でも通園制度（乳児等通園事
業）は時間での利用となるため、利用
方法によっては、準備を少なく利用で
きる可能性は考えられます。
現時点では一時保育等については、今
後もお布団等の準備についてはご家族
様にて準備していただきます。
令和８年度に始まる誰でも通園制度で
はご家族様のご負担が少しでも減るよ
うなサービス体制を検討していきま
す。

計画案へは反
映しません。

2

あとはとにかく出産子育てするのにお金がかか
るので、何かしらの助成金とか今以上にあると
助かる。
第三子からしかもらえないともらえる人はごく
わずかなのでは？

本町の子育て支援の給付として、第三
子の出産で１０万円を支給する「南知
多町子育て支援金」、産前産後に５万
円を支給する「出産・子育て応援
金」、生後10ケ月から３歳まで保育所
に入所せずに自宅にて育児をされるご
家庭へ月３千円を支給する「お家で子
育て応援金」があります。
さらに町内の子育て世帯が子育てをし
やすくなるような施策を現金等の給付
だけでなく、現物支給や施設サポート
とういう形等で幅広く考えていきま
す。

計画案へは反
映しません。

3

あとはお金をかけなくても育児グッズが揃えら
れるように町内のフリマとかお下がりを皆で共
有したり循環できる企画や何かがあるといいな
と思いました！(ベビーグッズ(バウンサーや
抱っこ紐等)や、おもちゃ、服は特に短い期間
しか使えないのに高い)

各保育所では、卒園されたご家庭より
寄贈いただいた園服等を利用できる
「おきもちボックス」などがありま
す。
子育て支援センターでは、寄贈いただ
いた衣服、おもちゃなどを交換できる
「とりかえっこコーナー」の設置、
チャイルドシートの無償貸出も行って
います。
今後、ベビーグッズも町民の皆さまの
善意により支援の幅が広がるような広
報等も検討していきます。

計画案へは反
映しません。
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4

ベビー期は、とにかくお母さんが孤独で出かけ
るのも大変なので、支援センターにポットが
あってお湯が使えるとかそんな些細な事でも荷
物が減るし、家から出る気になると思います。

ご家族様の負担が軽減できるよう、支
援センターで対応できることを洗い出
し、実施に向けた検討をしていきま
す。

計画案へは反
映しません。

5

あとは行きたいスーパーが町内にないのが、残
念です。
せっかく農家さんが多いので、鵜の池みたいに
農家さん直契約の道の駅みたいな野菜とかを安
く買えるところがあると観光にもなるし、利用
したいと思います。

本町は以前と比べ、町内のスーパーは
減少傾向にありますが、現時点では本
町での道の駅構想等はございません。 計画案へは反

映しません。

6

子どもが少ないが、逆に言えば保育所等の数や
保育士さん不足等がなさそうなので、障がい児
の支援や、療育の勉強会を増やしたり臨床心理
士さん等の巡回指導を増やすなど発達障がい児
のサポートが充実しています！とアピールでき
るようになると良いのではと思います。もちろ
ん、障がい児の診断名がないお子さんの支援も
含めて。

現在も、臨床心理士さんが定期で保育
所を巡回しております。また、作業療
法士さんについても必要に応じて派遣
したりしています。今後も保育所巡回
等を通して園児の支援を継続していき
ます。

計画案へは反
映しません。


